
抗酸化活性

免疫機能の増強

プログラム
細胞死の誘導 転移の阻止

増殖の阻止

炎症の低減

抗がん機序

（テトラヒドロ
　クルクミン）

（原図の出典:Biomolecules 2020, 10(6), 831; https://doi.org/10.3390/biom10060831）

クルクミン

腸内細菌による代謝

体内代謝

クルクミンは、小腸から
吸収された分が体内で代
謝されたり、大腸に達し
た分が腸内細菌によって
代謝されてテトラヒドロ
クルクミンに変化する。

<作成：stnv基礎医学研究室>

クルクミンは、ウコン（ショウガ科ウコン属、英
語名：turmeric）の根茎に比較的高濃度に含
まれている黄色の成分であり、カレーが黄色
い理由の一つである。ウコンを乾燥粉末にし
た、いわゆる「ターメリック」中には、クルクミン

が3～5％含まれている。

クルクミンから生じるテトラヒドロクルクミンは、
右図に示されているように、
複数の機序によって抗がん
作用を示す。


